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1. はじめに 

近年、景観に対する社会的な関心は高まっており、ま

た｢景観法｣や｢観光立国推進基本法｣(2007 年 1 月)が施

行され、道路事業においても良好な景観形成が責務とな

っている。また、古来より道路には安全性や機能性と共

に"美しさ"は重要な要素とされ、今再び美しさを兼ね備

えた道づくりを進めることが重要となっている。また、

北海道では、美しく雄大な景観などを求めて、国内外か

ら多くの観光客が訪れ 1)、｢シーニックバイウェイ北海

道｣による沿道景観の保全・向上の取り組みなど、観光

振興の面からも美しい景観形成は極めて重要なテーマと

なっている。 

他方、北海道の郊外には、移動中に世界レベルの美し

い自然景観や農村景観を道路から眺められところが数多

く存在する(写真-1)。しかしながら、現状では、安全・

円滑な交通の確保や維持管理を目的に、防雪施設をはじ

め多種多様な道路付属施設が存在し、同時にこれらの施

設がその背景に広がる美しい景観を阻害していることも

多い。 

 このような状況を踏まえ、地域資源である美しい景観

を道づくりの中で活かすため、道路付属施設に期待され

る機能と沿道景観を両立していくことが必要である。 

 そこで本研究では、沿道に広がる魅力的な景観を引き

出し、良好な道路景観を創出するため、その阻害要因と

なりやすい道路付属施設について、必要な道路機能を確

保しつつ施設を減らしていくことを目指し、これを"引

き算による景観創出"と定義した。具体的な取り組みと

して、景観と機能のバランスを踏まえ、コストにも配慮

した道路景観の向上方策の提案するものである。 

 本報告では、北海道における道路付属施設について、

設置により負の側面があることを示した上で、その適正

化方針を述べる。また、道路付属施設による景観向上の

具体策とその実践に向けた取組について述べる。 

2. 道路付属施設の課題と沿道景観 

2.1 景観上の課題 

北海道内には、背景に美しい景観を有する道路が多く

存在している。このことから、道路景観の向上において

は、道路内部から見える周囲の良好な景観を活かすこと

が重要なポイントである。 

一方、視点場となる道路と視対象となる道路周辺の景

観との間には、道路付属施設が存在していることが多く、

それらによって沿道景観の魅力を損ね、残念な景観を作

り出していることも多い(写真-2,3)。 

特に、冬期に機能を発揮する防雪柵や雪崩予防柵、固

定式視線誘導柱といった道路防雪施設は、その機能を要

しない夏期には景観を大きく阻害する印象を与えるが、

冬期にも景観阻害要因となることも認識する必要がある。 

2.2 交通安全の課題 

 交通安全上の課題として、道路付属施設への衝突事故

が挙げられる。車両単独事故での事故件数は、転倒、そ

の他工作物、防護柵への衝突が多く、死亡事故は、衝突

エネルギー吸収の少ない電柱、標識等の柱状構造物との

衝突が多く含まれ、死亡事故率(死亡事故件数/事故件

数：％)は、電柱、標識支柱が非常に高い傾向を示して

いる 2)。 

そのような理由もあり、米国をはじめ他の先進諸国で

は、道路付属施設が出来るだけ少なくなるよう考慮され、
写真-1 背景に美しい景観を持つ北海道の道路

写真-2 防雪柵により視界が遮られ 
          人工的な印象を与えている 

写真-4 道路防雪施設が魅力ある景観を阻害
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また設置する場合にも、その設置位置の工夫や衝撃を吸

収する機能を持った施設が採用されている事例も多い 3)。 

 

2.3 維持管理上の課題 

維持管理上の課題として、道路付属施設が存在するこ

とで日常点検や修理、更新の費用がかかる。他に、防雪

施設では、防雪柵の組立・解体や、冬期に片持式(Ｆ型)

標識の背面の梁部分などに着雪した雪や氷(写真-4)の落

下による通行人や走行車両への被害の危険から、頻繁に

雪落とし作業を行う区間もある。 

また、防護柵設置箇所では、除雪による雪堤が出来や

すく、これにより柵背面の除雪を要したり、吹雪時には

ドライバーの目線の高さで視程障害が発生したりする

(写真-5,6)。このように、道路付属施設の設置において

は、整備コストの面だけでなく、維持管理上や交通安全

上の問題からも検討する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上を踏まえ、道路付属施設の設置による主な課題を

簡単にまとめると、以下のとおりである。 
①良好な沿道景観の阻害要因になりやすい。 
②道路付属施設への衝突事故に繋がりやすい。 
③設置コストの他維持管理費用が継続的に必要となる。 
 すなわち、本来必要な施設として設置されている道路

付属施設が、負の側面を持つことも十分に意識しなけれ

ばならない。このことから、基本的には道路本体の機能

を高めて過度に道路付属施設に頼らない道路構造を目指

すべきであり、施設を設置する場合であってもそのトレ

ードオフの関係を十分考慮し、可能な限り道路付属施設

を最小限とすることによって、道路からの良好な眺めを

保全・創出すると共に、衝突死亡事故や維持管理費用の

低減に繋げていくことが大切である。 
 
3. 道路付属施設の適正化の方針 

前章を踏まえると、道路付属施設の機能、安全、景観、

コストのバランスを考慮したトータルデザインをするこ

とが、比較的容易な景観向上策になるということである。

ここで道路付属施設の適正化に向けた考え方を示す。 

・道路本体の機能を高め、過度に付属施設に頼らない

道路構造にしていくこと。 

・施設の必要性を十分検討の上、最小限にすること。 

・施設設置によるマイナス面も評価の上、設置しない

事や削減を検討すること。 

・施設に関する法令や基準等の本来趣旨まで遡って理

解すること。 

・一律に基準等に合わせるのではなく、現地の固有の

条件を考慮すること。 

 

4. 景観向上策の具体事例 

上記の方針を踏まえ、道路付属施設の景観向上策につ

いて検討した具体的な事例を次に示す。 

4.1 車両用防護柵 

(1) 車両用防護柵の現状と課題 

北海道の国道では、車両用防護柵としてガードケーブ

ルが一般的に採用されており、部分的に透過性があるこ

とから統一感のある場合には景観への影響は比較的小さ

いと考える(写真-7)。 

ただし、短い間隔で、種別や色彩、高さが変わると途

端に煩雑な景観となる。また、ガードケーブルの端末部

では、施設保護などのために付属施設の連鎖が発生して

いる(写真-8)。その他、安全性の課題としては防護柵へ

の車両衝突による死亡事故も発生している。 

 

写真-7 景観への影響が小さいガードケーブルの事例

写真-8 道路付属施設の連鎖の事例 

写真-4 片持式標識への着雪状況事例 

写真-5 防護柵背面の人力除雪 

写真-6雪堤ができると地吹雪の影響を受け易い
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(2)  景観向上策の検討と基準等との整合性 

車両用防護柵は、道路構造令の解説と運用では、「車

両を正常な進行方向に復元させることによって、運転者

や歩行者、沿道の家屋等の安全を確保するもの。」とさ

れている。 

その上で、「車両の路外への逸脱により乗員に人的被

害を与えるおそれのある区間および車両の路外などへの

逸脱により路外、対向車線、歩道等の第三者などに人的

被害を与えるおそれのある区間、その他道路の線形条件、

気象条件等により必要となる区間においては道路および

交通の状況に応じて、原則として車両用防護柵を設ける

ものとする。」となっている。 

その参考として防護柵の設置基準･同解説では、設置

区間や種別、性能等が記載されている。その中で設置す

べき区間の規定の一つとして法勾配と路面高さから決ま

る路外の危険度(図-1)がある。 

この時、注意しなければならないのは、図-1 の斜線

の範囲は設置の是非を検討する範囲であって防護柵の設

置を前提とするのではなく、あくまで道路の状況や路外

逸脱による損害の程度等に応じて判断する範囲である。 

 

次に防護柵が必要となった場合であっても、この図を

利用した場合、用地幅を広げるか、路面の高さを下げる

ことによって法面勾配を緩くし、防護柵を設置不要とす

ることも考える必要がある。 

 なお、防護柵の設置による負の側面としては、2.3 で

示したように冬期、防護柵設置区間には、除雪による雪

堤が出来やすく(写真-6)、吹雪時には、ドライバーの目

線の高さで視程障害が発生したり、維持管理の面でも柵

背面の人力除雪を要したりと(写真-5)、毎年、多大なコ

ストが掛かっている区間もある。 

 

4.2 固定式視線誘導柱 

(1) 固定式視線誘導柱の現状と課題 

 固定式視線誘導柱は、吹雪時の視線誘導施設として北

海道内の各路線に整備されており、吹雪時の視線誘導以

外にも除雪時の目安などとして利用されている。この施

設は、矢印型の板が道路上方に一定間隔（一般的に

80m）で設置されている。そのため、吹雪時以外は、道

路線形や勾配によって、見通しの利く範囲で連続的に認

識される。これによりスカイラインが分断され、眺望を

阻害する。また、施設自体に煩雑さを感じる(写真-9)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 景観向上策の検討 

固定式視線誘導柱の景観を検討する際は、平成19年5

月に発行された吹雪時を考慮した視線誘導施設マニュア

ル（案）4)に従えば、10年確率最大積雪深や除雪の作業

形態、路線の重要度等によって、吹雪時のための適切な

視線誘導施設が選定される。ただし、対象路線の特性や

気象条件、コスト等を踏まえ必要最小限の設置にするこ

とが重要である。また、機能の重複を避けることはもと

より、出来るだけコストの小さい施設、例えば伸縮式ス

ノーポールの採用が考えられる。写真-10は、伸縮式ス

ノーポールの設置状況であり、景観への影響が小さいこ

とが容易にわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 道路案内標識 

(1) 道路案内標識の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 道路案内標識の内、図-2 のような方面、方向及び距

離を示す 105 系、106 系、108 系の標識は、写真-11(上)

のように、一般的に片持式(Ｆ型柱、逆Ｌ型柱)で道路上

方に設置されているが、比較的規模が大きくなり背景を

遮る面積が大きいことや設置位置が道路車線上であるた

め、視界前方に良好な景観が存在する場合は、阻害要因

になりやすい。また、片持式(Ｆ型柱、逆Ｌ型柱)は、コ

スト面でも高額となる。さらに、維持管理上、着雪の被

害防止のため雪落し作業が必要となったり、車両の衝突

事故の要因になったりすることがある。 

写真-9 固定式視線誘導柱により 
スカイラインが分断され眺望を阻害 

図-2 着目した案内標識 

方面、方向及び距離
（105 系） 

方面及び距離 
（106 系） 

方面及び方向（の予
告）（108 系） 

図-1 路外の危険度（防護柵設置基準・同解説参考）
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写真-10 景観への影響が小さい伸縮式スノー 
ポール、収納するとさらに改善される 
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(2) 景観向上策の検討 

景観向上策についてフォトモンタージュを作成し比較

検討した。写真-11(下)は、片持式から路側式への変更

を検討したもので、これを見ると片持式に比べ路側式が

景観への影響は小さく感じられる。 

また、片持式と路側式の整備コストを比較したところ、

図-3 のとおり大幅に低減する。さらに着雪による被害

や管理コストも解消される。 

このように案内標識の設置方式を変更することによっ

て、景観と機能の両立やコスト低減する。さらに安全性

向上にも寄与することがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 設置基準との整合性 

現在、道路標識の設置に関する事項については、道路

法第 45 条や同法等の規定に基づいた、道路標識、区画

線及び道路標示に関する命令で基本的事項が定められ、

案内標識の設置場所として道路の左側路端（路側式）が

示されている。 

 一方、道路標識設置基準･同解説(S62.1,(社)日本道路

協会)によると設置方式の選定の基準は、標識の種類、

設置目的、路線の重要度、設計速度等を勘案のうえ、標

識の効果を損なわないように選定するものとされており、

片持式、路側式の別を定めず、現場条件等に合わせて適

宜有効なものを選択することとしている。しかしながら、

｢設置方式も一般には同一の方式(片持式)によることが

望ましい。｣と記述されていること。さらには設置方式

について一律に決められないとしながらも、参考表にお

いて片持式と示されていること。これらから、片持式が

一般的な道路に採用されていると考えられる。 

 

 以上のことから、北海道の郊外部のような箇所では、

現行の基準においても（標識の効果を損なわない限り）、

路側式の設置を原則とすべきである（写真-11）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 道路付属施設による景観改善の実践に向けて 

本論で示した道路付属施設の他、防雪柵や植栽、シェ

ブロンマーカー、電柱・電線等についても同様の考え方

で景観向上策を検討しており、現行の法令や基準、要領

等の範囲内で見方を変え、工夫することによって可能な

方策である。これらの方策は、他の景観対策に比べて簡

易に取り組める割には、景観改善に大変有効で即効性も

あり、同時にコスト削減や施設への衝突事故軽減など安

全性の向上にも期待できる場合も少なくない。 

現在、これらの景観向上策をとりまとめて作成した道

路付属施設の改善チェックリスト(図-4)について、道路

技術者への普及を図っている。また、これに基づく道路

付属施設の適正化と景観改善が始まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. おわりに 

 現在、道路の景観検討については、「国土交通省所管

公共事業における景観検討の基本方針(案)」に基づいて

計画段階から維持管理段階まで一貫して、検討しなけれ

ばならないとされている。そのため、新設だけではなく

既存道路においても景観向上マネジメントを推し進める

必要があり、そのための具体的な方策や仕組みが求めら

れている。 

最後に、我が国が観光立国を目指している中、北海道

が果たすべき役割は大きい。例えば、主な移動路からの

景観が、地域の印象に大きく影響することから、北海道

の道路空間の魅力や価値を高め、道路から地域の豊かさ

を引き出すことが大切であると理解することによって、

景観向上の取り組みをすすめ易くなると考える。 
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複柱 2.8×2.8 
C=959千円（直工） 

Ｆ型 2.8×2.8 
C=1,837千円（直工） 

5.0m 

2.5m 

2.5m

図-3 設置方式の変更による整備コスト

図-4 改善チェックリスト(案)の表紙と事例

写真-11 片持式案内標識の課題と改善策の検討 

モンタージュ

写真-11 路側式による案内標識事例(熊本阿蘇地域) 
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